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晩秋ですね。初冬も近いですね。鉛色に押しつぶされるような空を眺

めながら物思いに沈む季節でもあるようです。でも“冬来たりなば春遠

からじ”の言葉もあります。どんな時でも希望を失わないようにしたい

ものです。

細川政権が誕生してからまだ幾月もたっていませんが、海のものとも

山のものとも知れぬ新政権であってもこれに寄せる期待感は支持率の高

さに現れています。夢も希望ももてなかった絶望的無関心の時代から、

不確実ではあっても希望を持ち関心を寄せることの出来る時代へ変化し

たからだと思います。

病篤かった頃“只今新薬研究中”｀‘来年にも新薬が出る”という情報

に諦めかけていた生命の埋もれ火をかき立てて耐えた時の思いと重ね合

わせてヽ希策条辨や事の原義を改慨て考えさせられています。人は現在

の豊か洽≒よりも明日の･豊かさをより大切に思うのでしょうか。希望があ

Iれば耐文難い苦しみにも耐える力が湧いてくるものです。たとえそれが

言もしかしたら”的な不確実なものであっても希望として持ち続けたい

ものです。

寒さに向かIいます。風邪をひかないよう気をつけて新しい年を迎えて

下さい。
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支音β大会(8月1日)の講演カゝら

≪患者会からみた大阪における筋無力症治療の歴史と現状≫

講取　全国筋無力症友の会大阪支部長　浅野十糸子

大阪支部の浅野でございます｡

患者運動として､非常に先進的な活動を続けてこられた北海道難病連の集会

に-軌ま出てみたいと患っておりましたところ､昨Elは20周年記念全通集会と

いうことで､あの熱気ある素晴らしい会に参加させていただくことができ､大

変感激いたしました｡

さて､今Elは､ ｢患者金から見た､大阪における筋無力症治療の歴史と勃犬｣

と言うことで気軽にお話しさせていただければと､患っています｡

*却申腺手術に~つtL ､て一

私たち筋無力症の患者にとって大きな福音となりました"胸腺拡大手打を

開発されたのは大阪大学医学部第1外科の正岡昭先生でありまして､世界的に

も正岡方式といわれて評価されてい肴のはご存じのとおりですが､私たちはそ

の阪大のお膝元で､胸腺手術方法の三つの変遷の歴史を､仲間たちの体験を通

してつぶさに見てきたわけでございますoまずそのへんをお話させていただき

ます｡

お手元のプリンとの1枚に｢大阪大学医学部における胸腺手術の変速と大阪

支部の歴史｣ (年表)というのがありますので､御覧ください｡ Ⅶ腺拡大手

材といえば､今ではもう筋無力症の治療としては普通に行われていもわけで

すが､かつては決してそうではなかったのですね0年義によりますと､世界で

初めて筋無力症の症例が報告されたのが1672年､ 320年も菅です｡それから~

気に1934(S9)にとびますが､アメリカでフイゾスチグミンが筋無力症に効くこ

とが発見されて､日本ではワゴスチグミンとして製品化されていますo (私な

どは､ S23年頃この薬のお陰でなんとか生き延びて､子供時代を適してきたの

です)

1939(S14)年には､プラロックという人が､初めて筋無力症の患者の胸腸塵

の摘出をして､症状改善に非常に効いたと報告しています｡ (以下､年表は好
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永旗二r筋無力症の臨刺a者文献から作成させてていただきました. )

私事になりますが､ 1947(SZ年､小学6年生の夏に私､バセドゥ氏清の手

術を受けておりー1か月後は晩が下がり､筋無力症を発病しておりますD

当時は胸腺手術もマイテラ一一もありませんから､毎日ひたすらワゴスチグミ

ンを筋肉注射して最悪期を乗生えたようなことです｡ 1年休学し､中学､高

校と無事に果たのですが､犬と験期にまた眼喰下垂と脱力がど一つと再発し､

大学生の頃は自分で洗面所fiPワゴスの注射を打っては､やっと講義を受け

る有様でした｡

1957(S32)年､私が大学2Eの頃､阪大病院では初めての胸腺手術が行わ

れています｡しかし同じ阪フ明科に通院していた私は､全然知りませんでし

た｡この手術は`単純櫛執り灯でした｡ちょうどアメリカ官学から帰国さ

れた武田義幸先生が､留学一描無力症の胸腺手術の効果を知られて､阪大の

罪-外科でこれに取り組もう1う方針をもって帰られたのが､始まりという

ことです｡ rわだちJを拝見すと､北海道では北大の黒島坂東郎先生が､

昭和37年に初めて胸腺手術鑑いらっしゃいます｡阪大では､昭和38年に池

田公子さんが､ 41年に垣粥氏(共に大坂支部役員)がこの胸腺手術を受け

ています｡

単純縦割り方式の手術は､旨を縦に割って､目で見て胸腺を患われるもの

だけをすっかり取るという壬だ､今のように胸腺の回りの脂肪組織まで広く

とるというのではないのです手術の効果も直ぐには現れず､術後社会復帰

までには5-10年の猶予期隈)つて人生設計をせよと､当時言われていまし

た｡そのとおり､お二人と鮮後の昭和46年9月大阪支部結成の時には､真

っ先に破け付けてくれまして以後現在までずっと会計と副支部長を元気に努

めてくだきっている次第です担田さんは､死直前のクリ-ゼまで経験して胸

腺手術を受けられたのですカ思年後の支部結成のころは､まだ連日して外出

できない状腰でして､友の貞勤を始めてその中でどんどん元気になって行か

れた人です｡副支部長の垣淋.は､当時手術後5年目､脹症状以外は寛辞し

ておられ､病気のために万機したという広告会社を設立して､一応の社会

復帰を果たしておられましナ貯すから､単純縦割り胸腺手術の効果を実際に､

生きて証明してくださってL人たちと言えます｡

享三一
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一万､ 1966(841)年､筋無力症の研究者として有名なアメリカの､ご存じ､

オッサーマン(内科)とかパパテスタス(外科)たちが､胸腺の"頚部横切り

の方式'を提唱し始めています｡患者に若い女性が多いから胸に縦割りの傷跡

を残さないため頚部を少し横に切って､そこから胸腺を探り引っ張り出して取

り除く､患者も負担が少ないし､効果もあるというものでした｡

阪大では､武田教授が第-外科を去られた後､昭和45年から頚部構切りの方

式で手術が行われ出しました｡翌年昭和46年には､私たち大阪支部を結成して

います｡当時､患者は17-8才のお嬢さん方が多く､ Nさん､ Kさん､ Sさん､

幾人もの若い女性が頚部の手術を受けて､手術後なかなか良くならず､気管切

開してレスビレータをつけたままベッドで苦しんでいる実態を､私たち始めて

知ったわけです｡ Nさんは2年後に亡くなられました｡この実感は非常なショ

ックで､長い間医療から見離され疎外されていた果てに辿り着いた今の日本の

医療とはこんなものか､と大変な憤りを覚えたことを思い出します｡

ところが丁度その時､療養生活から数年振りに第-外科へ戻ってこられた正

岡昭先生によって､頚部横切り方式では胸腺はすっかり取り切れない､回りの

脂肪租矧こまで飛び散っている胸腺を含めて広く摘出しなければいけないと言

うことがいわれて､ご存じV胸腺蛭大手術"が実施され始めたのです｡ ･Lかし､

まだ私たちは胸腺手術そのものが信頼できず､なぜ胸腺をとると良くなるのか､

胸腺という腐器を取った後ある種の機能欠落が生じるのではないかなど､幾度

も先生たちと役員で話し合いを持ったものです｡

当時､正岡先生の下で治療研究に携わっておられた門田康正先生のお話によ

ると､拡大手術の実施に至るまでには､阪大で手術をした全ての患者を､数年

かけて追跡滑査するという地味な作業があったのでした｡その結果は歴然とし

ていました｡昔の縦割り手術をした患者たちは良くなっているが､最近の頚部

犠切りの患者は良くなっていない､これはおかしい､もう一度胸腺の再検討を

しよう､ということになり､結果､従来胸腺だと考えられていた部分以外にい

っぱい胸腺組織のあることが判って､ `胸腺拡大手術"が考案されたのでした｡

当手術の第1号は昭和47年に行われています｡第1号のFさんは今2児を成人

させてご健在です｡

C::::=::⊃　　　　く二二二=･　くこ====>
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胸腺拡大手術が行われるようになりますと､術後1年以内に少量の薬で社会

復帰して行く仲間たちが次第に増え､また頚部横切りで思わしくなかった人達

も拡大方式の再手術を受けて･目覚ましく元気になって行かれるのを目の当り

にして､私たちも胸腺拡大手術への信頼を深めていったわけです｡昭和50年に

1　は､胸腺拡大手術の論文が始めて国外に発表され55年には正岡先生が世界茄

無力症学会に招かれ未済されています.以後､この術式が世界的に評肪され､

国内外において筋無力症治簾の第-の武器となっていることはご存じのとおり

です｡

なお､門田先生(R徳島大学第2外科)は､現在次のようにおっしゃってい

ます｡ ｢将来は胸腺拡大手術などしなくても良くなる時が来るかもしれないけ

れど･今はまだ必要です｡だから筋無力症になったら､とに角胸腺手術を受け

てください､内科医もできるだけ早く外科へ回していただきたい､それも一日

も早く｣と､また｢今､肋膜手術といえば昔胸腺拡大手術と呼ばれていますが､

名前は拡大手術でも､本当に胸腺拡大手術をして必要な部分を全部摘出してい

るかというと疑問に患える施設もある｡手術内容が施設によって多少違うとい

うことを知っておいて欲しい｣と､正しい胸腺拡大手術方法の情報と技術が､

まだまだ広く普及していないことを養えておられます｡ (中略)

*甲田療法古こ一つt･､て

筋無力症の治療法が何一つ確立していなかった昭和47年頃､自分たちの手で

治療法を見付け掴み取っていこうと､ `甲田療法'に耽り斌んだことは､やは

り大阪支部にとって特筆すべきことだったと患います｡簡単に甲田療法につい

て申しますと､大阪府′V邑市で健康会館を開業しておられる阪大医学部出身の

民間医療医師甲田光雄先生が､病身だったご自分の体験から現代医学の盲点に

気づき､日本古来の西式健康法を基にして､研究実践してこられた一種の健康

法であります｡当時､席無力症の仲間が､甲田先生のところで玄米療法や断食

療法によって一人二人と良くなっていくという状況がありまして､胸腺手術も

まだ未確立､ステロイド療法は副作用の井専ばかりが大きかった時代に､信念

をもって｢必ず良くなります｣と指導してくださる甲田先生に出会ったことは

一つの光明でありました｡

西鵬先生(明治17-昭和34)創始の西式健康法は､ ①正しい食事､ ②背骨

を正す各嶺の体操､ベニヤ板の未と木枕､ ③皮才を丈夫にする温冷浴･裸療法

-4-
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が三本柱ですが､特に食事は一日二食､玄米､野菜､豆腐､豆類､そして白身

の魚､ ′j､魚､有精卵､キモ頬､最後に海草類という組み合わせで小食主義､そ

の他野菜の青汁､柿茶と生水の飲用をすすめられます｡白米､白バン､白砂糖

は避け､人によっては究極には断食をするという療法でした｡

これを基本にしたのが甲田療法です｡その実践によって､筋無力症克服への

手瀞かりを掴んだ人は多く､例えばM氏は､半年ほどの実践で肥大していた胸

腺鹿がなくなり､手術を勧めておられた高積先生がレントゲン写真を見て驚か

れ､以後甲田療法と言うか食事と筋無力症の関係に注目するようになられた､

というようなことがありました｡大阪支部の役員の多くは甲田療法を体験して

いますo r甲田療法の手引きJ ､ r実践者の調査記魚｣の2冊の小冊子を発行

し､キャンプを計画し､大阪府建病研究班に甲田先生を推薦するなど嶺極的に

取り組みました｡甲田療法に取り組んで得た成果の一つは､食事に対する考え

方の大転換と共に､病気は結局､自分の生き方で治すのだという主体的な槻病

姿勢を学ぶことができたことでした｡

静岡支部の紅野支部長や今年の全国絵会で休験発表をされた神奈川の西文男嘩
氏なども､甲田療法を一つの契枚として筋無力症を乗り越えておられますねo

甲田先生は｢この病気の原因は過去の誤った生活にある｡誤ったEI々の習価

の磯み重ねのために､ホルモンの異常や肝裁能､血液循環の異常が起こるので

ある｡直ちに正しい生活に戻すことにより､､大きな効果がある｡症状即療法､

症状は治療に至る過程と受けとめ､症状を憎むのではなく､治療に導いてくれ

る過握だと喜ぶべきである｣と､また｢少食にすると細胞核が大きくなってく

●　　る､組抱核が大きくなるということは細胞が若返ることです｡若い時は細胞核

は大きいが､年をとると触胞核は次第に小さくなっていきます｡ところが小食-

や断食によって細胞核が大きくなることが立証されているのです｣と言われて

います｡小食や断食によって､身体はそういう危練的状況に対応しようとして､一

自ら生命力を高めるような体質に変わって行くと､ごく大雑把に言えばそうい

うことでしょうか｡また､甲田先生の生命哲学の表れのような日曜ごとの講

話は､患者たちの生き方に少なからず影書を与え､深く病み衰えている現代人

に対する愛ある曹鐘となっています｡

現在は､支部としてもう表立った取り組みはしていませんが､希望者には手

引きの冊子を送り､甲田先生へのご紹介はいつでもさせていただいています.

(中略)
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*漢方頚巨に~ついて

最後に大阪における筋無力症治療の特色として､多くの仲間が受けている漢

方薬の恩恵についてお話したいと患います｡昭和50年代半ばかウ･難病の仲間

たち特に屠原病の人たちが､ステロイド療法のために骨頑壊死などの副作用に

苦しんでいたのが､渡万薬をのむことによってステロイドの副作用を抑えられ

るという話を聞いていたので､筋無力症の患者にもと､昭和59年の支部捨金に

話題の人､松本克彦先生をお招きして｢筋無力症の漢方治療について｣講演し

ていただいたのが始まりでした｡

松本先生は､兵庫県立尼崎病院に昭和52年創設された東洋医学研究所の所長

兼内科部長です｡当時すでに中国の筋無力症治療効果の分析から､ ｢補中益気

乱や｢葛根湯｣を二三の眼筋型の患者に処方して､いいようだと話してくだ

さいました｡以後､尼崎病院東洋医学科で轟方薬を受ける筋無力症患者が増え､

私もその一人でした.私が･東方薬は良い'と実感できたのは､飲み始めて一

週間した頃､二十年来の悩みだった頭痛がすっと消えていたことに拠ります｡

それまでは音書物や計算を始めるとたちまち頭がくらくらしてバッタリ､ 5分

程殺させて掛､ます､という有様だたのですo ▲以来今日まで､朝､ ~便臥倦

怠感から解放されて9年臥朝夕熱い煎じ薬を美味しく頂いています｡尼崎病

院東洋医学科では､特定疾患医療が使えるのが何より有り掛＼です｡

現在､松本先生の元に通院している鹿無力症患者は､ 50名を越えていますが､

多くの人がマイテーラーゼやプレドニンの圭が減っていくという形で､かなり

良い効果を上げています｡特に限症状の方にいいようです｡遠く四国や鳥取の

会員たちにも毎月東方薬を郵送していますが､例えば鳥取のNさん($15年生､

商家の主婦)からは､次のようなお便りをいただいていますo

r私は限喰下垂と全身型で､ 13年前からプレドニンを服用し数年間は楽だった

のですが､ 3年前から悪化し､薬ばかり増えて一向に改善しません｡これでは

と患い尼崎病院を紹介していただきました｡漢方薬を飲み始めて十日臥娘が

菜に上がり､見渡す限りの景色がはっきりと見えて､この日の嬉しさは一生忘

れることができません｡あれから2年､一カ月単位で体調が良くなっています0

.ti･bT･- Sも滑,jYl･JJ･-･ lZlq･J:,,+

●~

I.. I_ I.LL･.. ::･.
●　一･

ie　や
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次の表を見てくださいo

平成元年(漢方薬をのむ以前)
･抗体値147､秦1隔日 (JスチJン4､ 1m'=ン4.)

し隔E] (/AIJン4)

平成3年9月(漢方薬飲み始める)
･ 4年3月　検査--･･抗体値64､薬｢隔日(Jスチ)2､プレ3･5)

し隔EI (JスチJン2)

平成5年6月､検査- - -抗体億24､英一隔El (JスチJl､プレ3)

i隔El (メスチJ)1-05)

抗体値が下がり､ プレドニンとメスチノンの貴が減り､
体調も良く､私自身

驚くばかりです｡先日臥この20年間一皮も動いたことのなかった右眼球が初
-●　芸諾慧警器芸芸こ票誓去三芸三豊芸三o<言霊冨三^,R3%%芸三

て勤めることができました○全身に力も入り､少々弱いのは右腕だけです｡ J

日頃､電話相談がいろいろ入りますが､もしもその人がまだ胸腺手術をして

いないなら､もちろんまず胸腺拡大手術を受けることをお勧めしますo胸腺手

術後まだよくならないという方に臥ステロイドのパルス療法を医師に相談す

るようアドバイスします｡ (近年､大阪ではパルス療法で良い効果を上げてい

る人が多く､注目されています)それでも駄臥何をやっても駄目という人

には､希望に満ちて｢漢方薬をおやりなさい｣と申ん瀕輔ことにしていま丸

どんな困難な相鍬こも私は絶望しませんoその人に有効な療法がきっと何かあ

る筈ですし､同時に最後には漢方薬をお勧めすることができるからですo

漢方薬も合う人､合わない人があるといいますが､最初は合わなくても恐れ

ず､ 2臥3回と受診されて､合うまで処方を変えていたいただくことが大事

●　芸孟:pt宗法吉宗.L芸芸芸?R霊芝芸三雲≡…芸琵琶三芳誓…

孝実感しているところです｡

(中　略)

以上､大阪支部が見てきた治療経験の幾つかをお話させていただきました｡

少しでも､お役に立つことや興味をもってくださることがありましたならば幸

いです｡ありがとうございました○

-7-



今､私たちのまわりに大変なことが!
☆難病対策の見直し☆健康保険の改悪(入院給食費を健康保険か

ら除外するなど) ☆年金制度'の改革(悪?) ☆消費税の大幅アップ

など･ ･ .どれもが私たちの闘病生活を直撃するものばかりです｡

私たちの友の会北海道支部は､北海道難病連の一月として､そし

てJ P C (E]本患者･家族団鉢協議会)の一員としてこの問題に取

り組んでいます｡

-8-

J
P
C
代
表
厚
生
省
に
申
し
入
れ

ー
P
C
の
伊
藤
代
表
幹
事
と
小
林
事

務
局
長
は
九
月
二
十
日
'
厚
生
省
に
入

院
給
食
の
保
険
適
用
除
外
な
ど
の
医
府

保
険
制
度
改
悪
に
反
対
す
る
申
入
れ
を

行
い
ま
し
た
.
こ
の
申
入
れ
は
'
前
日

の
幹
事
会
で
の
討
弘
を
踏
ま
え
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
.

l
P
C
の
申
入
れ
に
応
対
し
た
の

は
'
医
庶
保
険
制
度
の
法
案
つ
く
り
を

担
当
す
る
保
険
局
企
画
課
の
江
刺
川
課

長
で
､
l
P
C
か
ら
は
①
拾
涙
の
1
環

で
あ
る
掃
院
給
食
の
患
者
負
担
の
導
入

は
や
め
て
ほ
し
い
②
室
料
の
患
者
負
担

を
公
認
す
る
保
険
冶
付
除
外
は
や
め
て

ほ
し
い
③
ク
ス
リ
代
の
患
者
負
担
斗
人

は
や
め
て
は
し
い
◎
貧
富
の
差
別
な
く

最
善
最
新
の
医
庶
が
安
心
し
て
受
け
ら

れ
る
よ
う
､
予
拝
を
増
額
し
医
帝
保
険

制
度
を
改
善
し
て
は
し
い
の
四
点
を
要

望
し
ま
し
た
.

こ
れ
に
対
し
て
同
課
長
は
､
医
硬
探

険
番
議
会
で
蕃
識
中
な
の
で
要
望
と
し

て
受
け
る
と
明
l
音
を
避
け
ま
し
た
が
'

弼
院
給
食
の
保
険
給
付
除
外
に
つ
い
て

は
へ
老
人
保
蝕
施
設
で
も
入
所
者
か
ら

血
相
を
含
む
実
印
相
当
額
を
利
用
料
と

し
て
穴
担
し
て
も
ら
っ
て
お
り
､
施
設

に
よ
っ
て
怨
者
負
担
が
あ
っ
た
り
な
か

っ
た
り
す
る
の
は
公
平
で
は
な
い
な
ど

こ
れ
ま
で
厚
生
省
側
が
い
っ
て
い
る
理

由
を
改
め
て
示
し
ま
し
た
.
ま
た
､
麗

辞
保
険
財
政
が
厳
し
く
､
こ
の
ま
ま
で

は
保
険
料
を
大
幅
に
引
上
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
の
で
制
度
の
改
正
は
必

要
で
は
あ
る
と
も
強
調
し
ま
し
た
.

ま
た
'
同
課
良
は
､
医
釈
保
険
番
識

会
の
答
申
は
十
二
月
中
を
予
定
し
て
お

り
､
答
申
を
受
け
て
法
案
作
り
を
進
め

た
い
と
答
え
ま
し
た
.

こ
れ
に
対
し
ー
P
C
伊
藤
代
表
は
､

柄
院
給
食
は
治
療
の
1
部
で
あ
り
､
患

者
の
経
済
的
負
担
も
軽
視
で
き
な
い
の

で
患
者
と
し
て
は
拝
成
で
き
な
い
な
ど

と
'
制
度
改
悪
に
は
反
対
で
あ
る
と
の

意
向
を
尊
く
申
し
入
れ
ま
し
た
.

1
P
C
代
表
は
こ
の
あ
と
､
こ
の
給

食
･
室
料
'
ク
ス
リ
代
C
.
保
険
適
用
除

外
の
中
止
を
求
め
る
要
望
を
厚
生
省
に

行
っ
た
こ
と
を
､
厚
生
省
の
二
つ
の
記

者
ク
ラ
ブ
で
発
表
し
ま
し
た
が
､
翌
日

の
北
海
泊
新
聞
に
紀
堺
と
し
て
掲
椛
さ

れ
ま
し
た
｡

ー
P
C
は
'
今
後
も
医
府
保
険
番
預

金
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
方
面
に
医
螺

保
険
制
度
の
改
悪
に
反
対
す
る
立
場
か

ら
申
入
れ
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
b
'
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治
療
と
は
切
り
離
せ
な
い
給
食

一
九
七
〇
年
代
か
ら
吐
会
僅
呼
制
度
蕃

議
A
t
I
や
吐
会
保
換
寄
包
会
な
ど
で
r
会
葬

は
ま
で
も
自
分
で
出
し
て
い
る
｣
と
の
主

菜
V
力
行
わ
れ
､
八
四
年
の
姓
庚
保
険
法
改

正
の
中
で
'
材
料
斉
の
1
部
負
担
が
法
案

に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
.
し
か
し
､
国
民

の
反
対
の
声
で
嚢
現
で
き
な
か
っ
た
撞
梓

が
あ
り
ま
す
.
九
1
毎
十
月
､
中
央
社
会

保
険
医
辞
協
等
会
は
'
診
辞
報
酬
基
本
間

層
小
委
q
E
会
を
開
き
､
｢
給
食
料
の
再
検

討
｣
を
捷
起
'
保
険
冶
付
か
ら
外
す
こ
と

も
あ
り
得
る
と
の
方
向
萱
ホ
し
ま
し
た
.

九
三
年
六
月
に
は
､
監
府
保
険
を
沈
金

は
'
｢
在
宅
､
施
設
間
を
通
し
た
負
担
の

公
平
､
給
付
の
重
点
化
'
給
食
の
耳
の
向

上
を
園
る
観
点
か
ら
､
給
食
に
か
か
わ
る

給
付
の
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い

か
｣
と
の
｢
中
間
ま
と
め
｣
を
発
表
し
ま

し
た
.

病
院
給
食
と
は
､
治
蝶
の
た
め
に
人
尿

し
て
い
る
患
者
の
食
事
｢
患
者
冶
食
｣
で

あ
っ
て
'
患
者
の
鍵
康
回
復
に
､
恰
肝
の

1
項
と
し
て
虚
字
な
投
句
を
担
っ
て
い
ま

チ
.
入
院
中
の
食
事
は
､
医
廓
の
処
方
に

基
づ
い
て
す
べ
て
医
学
､
巣
♯
学
を
基
杓

に
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
.
給
食
は
現
在

二
般
食
｣
と
｢
特
別
食
｣
に
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
.
r
特
別
食
｣
と
は
医
師
の
指

示
に
基
づ
い
て
粛
塵
す
る
も
の
で
､
苫

食
'
肝
耗
食
~
増
尿
珂
食
t
 
B
E
淑
妨
食
､

高
血
圧
食
な
ど
で
す
.
r
l
般
食
｣
は
特

別
食
以
外
の
常
食
'
飲
食
'
流
動
食
に
分

か
れ
､
粥
状
に
茸
し
た
治
摂
魚
で
す
.

柴
券
指
導
は
､
食
中
を
通
し
て
患
者
を

治
腰
す
る
重
な
役
割
が
あ
り
ま
す
.
忠

者
個
々
の
床
材
に
応
じ
た
食
憲
法
の
た

め
の
栄
巷
揖
称
は
入
院
時
L
}
け
で
な
く
､

退
院
後
の
日
常
管
理
に
も
車
要
で
す
.

現
在
､
大
鏡
点
者
の
食
f
E
は
娘
書
の
た

め
の
保
険
給
付
と
な
っ
て
い
ま
す
.
伊
旦

省
保
険
局
医
牢
礫
編
集
の
r
吐
会
保
険
に

お
け
る
基
準
有
理
･
給
食
･
書
共
の
投
帝

●

等
の
実
転
)
に
r
給
食
は
医
G
g
の
賓
な

一
部
門
で
あ
り
､
保
検
圧
肝
旗
印
が
収
容

患
者
の
症
状
に
応
じ
て
適
切
な
食
事
を
給

与
し
､
そ
の
冶
東
あ
る
い
は
症
状
回
復
の

促
進
を
由
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
-
　
｣

と
､
配
さ
れ
て
い
ま
す
.

保
険
医
汝
機
関
で
は
'
診
鮮
卑
酢
か
ら

珂
院
給
食
に
対
し
て
､
現
在
'
1
日
1
四

二
〇
円
､
如
遭
吋
県
知
事
よ
り
承
恋
を
受

け
た
｢
義
革
冶
食
｣
に
は
四
七
〇
円
､
群

生
大
慶
が
定
め
る
｢
特
別
食
｣
に
は
三
五

〇
円
が
血
#
さ
れ
ま
す
.
｢
蓋
世
給
食
｣

の
あ
る
尻
馬
で
は
'
一
目
一
八
九
〇
円
に

な
り
ま
す
.
こ
の
中
か
ら
人
件
B
r
光
熱

費
等
の
撞
B
L
も
み
な
け
れ
ば
な
ら
す
.
負

材
料
骨
に
四
〇
%
　
(
東
京
軒
平
均
)
回
し

た
と
し
て
も
､
一
日
七
五
〇
円
で
三
食
を

賄
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
.
r
基
準
給

食
｣
を
と
っ
て
い
な
い
穐
院
で
は
一
日
五

七
〇
円
で
す
.
給
食
q
S
:
院
研
究
会
の
ア
ン

ケ
-
ト
珂
寿
に
よ
る
と
病
院
給
食
r
材
料

f
E
｣
は
平
均
で
約
六
九
二
円
､
最
低
が
四

三
〇
円
'
最
高
二
二
六
円
で
す
.

｢
豊
か
な
碑
代
に
あ
っ
た
食
事
を
す
る

に
は
'
患
者
に
食
事
の
1
部
を
負
担
し
て

も
ら
っ
て
も
良
い
｣
　
r
珂
杭
に
入
院
し
て

い
る
と
､
特
別
♯
隷
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人

良
性
施
毅
に
入
っ
て
い
る
よ
り
も
得
だ
｣

と
'
患
者
へ
の
負
担
転
嫁
を
容
毘
す
る
考

え
方
を
絹
地
に
し
て
'
自
己
負
担
を
帝
人

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
.
折
鶴
以
外
の
施

●

牧
と
く
ら
ペ
て
｢
賓
｣
を
頚
粥
す
る
の

は
'
沿
衣
食
と
し
て
の
投
射
を
放
棄
す
る

も
の
で
す
.
ま
た
'
所
院
給
食
が
有
料
化

さ
れ
る
と
患
者
の
給
食
拒
否
､
間
食
~
食

事
の
持
ち
込
み
と
い
う
向
粗
が
お
こ
る
こ

と
も
予
憩
さ
れ
'
治
呼
食
と
し
て
の
病
院

給
食
は
崩
壊
し
､
麗
辞
洩
朋
へ
の
国
民
の

信
頼
が
低
下
し
ま
す
.
し
か
も
t
 
L
t
生
省

が
進
め
て
い
る
有
料
化
の
方
向
は
'
原
則

で
あ
る
r
直
曽
｣
を
否
定
し
て
､
外
部
の

業
者
に
霊
す
る
セ
ン
タ
ー
化
と
い
う
適

を
粥
き
ま
す
.
セ
ン
タ
ー
化
さ
れ
れ
ば
､

r
営
利
を
目
的
｣
と
L
L
J
巣
布
に
な
り
､

安
全
･
衛
生
面
で
兼
任
が
あ
い
ま
い
に
な

り
､
さ
ら
に
､
頚
時
､
悪
の
掃
院
捨
金

が
披
退
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
.

I
P
C
の
鍵
保
改
悪
反
対
運
動
へ
の
共

附
･
支
連
を
お
界
い
し
た
椿
果
､
こ
れ
ま

で
に
拝
聞
の
回
答
を
い
た
だ
い
た
協
力
団

仕
を
詔
介
し
ま
す
.

◆
白
城
県
妊
丹
田
体
連
描
施
械
会

◆
愛
知
県
#
柄
団
体
迎
合
会

◆
福
岡
丸
井
掃
団
体
速
紹
会

◆
大
分
県
軽
掃
E
E
体
迎
絶
協
碍
金

◆
佐
官
県
♯
帯
同
休
凄
金

◆
も
や
も
や
柄
の
患
者
と
家
族
の
会

◆
骨
#
死
症
友
の
会
東
京
支
部
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鵬
艶
蒜
謂
l

監
保
険
の
冶
付
の
あ
り
方
震
肘
し
て
い
る
医
雲
晩

春
望
(
馬
の
雷
諾
､
宮
m
蒜
f
O
轟
)
が
早
け
れ

ば
二
十
吾
に
大
内
貰
厚
相
に
連
出
言
語
票
の
全

文
空
十
言
､
明
ら
か
に
な
っ
L
J
｡
良
書
の
帯
尻
給

金
に
つ
い
て
､
巽
の
向
上
な
ど
苔
的
に
'
雪
に
給
食
月

の
l
好
負
担
を
求
め
る
T
J
と
な
ど
を
迅
雷
し
て
い
る
｡
L
J
L
J

皇
医
師
会
や
書
出
身
重
月
か
依
漂
扱
い
霊
あ
て
お

り
'
供
薫
見
蛋
白
す
る
か
河
撃
が
続
い
て
い
る
｡
厚
生

省
は
言
三
轟
八
百
円
､
月
竺
万
苧
円
芸
者
昌

を
検
肘
し
て
雷
､
津
城
を
受
け
'
次
題
常
塁
に
票

保
険
法
芸
正
英
を
連
出
す
る
｡
法
嘉
が
成
幸
九
貨
牢

十
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
見
過
し
だ
｡
(
3
面
に
講
書
藁
の
要
旨
)

日
8
 
-
 
0
円
程
度

と
め
て
払
う
た
め
､
捨
金
只
の

名
m
]
で
は
払
っ
て
い
な
い
)
.

厚
生
省
は
制
度
改
正
に
よ
り
､

穏
務
庁
の
家
計
凋
変
に
考
つ
く

四
民
一
人
当
た
り
望
葺
(
材

料
K
二
日
約
八
百
円
分
を
愚

者
轟
に
L
L
J
い
亨
ス
だ
｡

桝
院
萱
は
現
在
'
慈
奉
的

に
f
望
毒
で
千
八
百
九
十

円
｡
全
頭
が
医
凍
保
険
の
対
虫

(
家
族
は
こ
削
)
で
済
み
､
百

八
十
九
円
を
払
っ
て
い
る
計
井

L
J
(
愚
者
は
入
院
只
と
し
て
ま

ま
L
J
染
親
書
嘉
は
､
愚
者
の

共
用
負
担
が
ヰ
い
付
き
添
い
書

状
･
介
空
虚
消
し
た
り
へ
坊

間
廿
等
こ
の
在
宅
直
井
の
推

準
個
室
な
ど
の
特
別
な
掃
蔓

の
票
科
や
予
約
珍
k
･
時
甘
外

珍
燕
な
ど
を
T
部
愚
者
負
損
に

す
る
こ
と
な
ど
を
､
一
体
の
も

の
と
し
て
改
革
す
べ
せ
L
J
と
の

方
向
奮
耶
L
L
J
｡

連
は
書
某
は
'
粥
琵
給
真
同

系
で
は
入
院
時
の
金
吾
愚
者

負
担
勾
人
の
白
的
券
領
国
長
生

藩
水
準
の
向
上
に
伴
い
'
賢
の

向
上
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
'

市
場
原
理
か
働
き
に
く
い
現
行

の
仕
租
み
は
対
応
に
限
界
が
あ

る
②
全
文
は
入
院
'
在
軍
な
ど

に
共
通
す
る
丹
用
L
J
が
､
入
院

と
在
宅
な
ど
に
お
け
る
貫
用
負

損
が
不
整
合
'
不
均
衡
-
と

槽
F
r
患
者
へ
の
情
報
過
粥
)

違
所
得
者
へ
の
配
慮
｣
｢
栄

義
士
に
よ
る
栄
萄
官
署
ど
に

対
す
竜
虎
*
)
を
し
な
が
q

｢
平
均
的
な
家
計
に
お
け
る
食

耳
を
勘
案
し
た
相
応
の
対
用
を

患
者
が
支
払
う
頒
供
方
式
に
改

め
る
こ
と
か
妥
当
｣
と
､
愚
者

負
担
を
求
め
て
い
る
｡
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健
保
制
度
改
正
反
対

署
名
､
1
 
5
日
に
提
出

蚕
心
し
て
直
流
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
)
と
い
.
義
捜
感
で

9
月
か
ら
著
名
帝
勅
を
展
開
し

遭
難
用
達
が
井
生
半
に

入
院
中
の
給
食
升
や
柄
蔓
の

責
'
雅
代
な
ど
の
患
者
負
担

を
盛
り
込
ん
だ
健
康
保
険
制
度

の
改
正
の
血
膏
に
反
対
し
て
'

道
粍
開
運
(
伊
原
た
て
お
事
務

尾
長
)
が
全
道
で
集
め
て
き
た

て
き
た
｡

1
5
日
に
は
投
鼻
ら
3
7
人
が
巳

太
患
者
･
家
族
団
体
畏
金
が

東
京
で
歪
す
る
届
保
改
悪

は
許
さ
な
い
愚
苧
家
族
大
行

聖
に
参
加
し
'
金
田
の
書
名

と
合
わ
せ
て
序
生
省
に
漣
出
す

る
｡

著
名
が
娼
ロ
ま
で
に
約
5
万
5

千
に
遺
し
た
｡
1
5
日
に
軒
生
省

に
推
出
す
る
｡

同
持
前
連
に
よ
る
と
､
B
の

方
針
通
り
に
健
康
保
険
制
度
が

汝
王
さ
れ
を
r
l
t
隈
琴
L
)
性
b

壷
最
長
凱
雛
一
j

仏
葬
払

全
国
行
動
に
本

道
の
3
7
人
参
加

J
P
C
t
篭
で

日
本
患
者
･
東
横
田
箆

金
(
J
P
C
)
は
十
五
m
'
盟

q
厚
生
省
に
警
二
l

三
傑
琵
毒
は
許
さ
i
･
{
い
息

苧
東
旗
大
行
野
を
行
っ
た

が

､

そ

の

北

墓

結
団
式
が
十
四
日
午
前
十
竿

五
分
か
ら
､
電
･
t
一
.

で
t
･
窮
p
c
の
筋
は
､

で
も
童
王
台
二
十
1
<

の
者
多
義
め
て
い
ち
十
五

日
は
こ
れ
ら
の
雪
を
空
曹

に
辛
推
す
と
と
も
に
､
国
鳥
叩

噸
デ
モ
誌
な
ど
点
け
来

た
.
十
雪
の
簡
式
は
巷
'

轟
翌
の
三
等
氏
亀

餌
鴇
.
.
:
]
;
:
7

甘f･･Ll:JfITf. L'::

新
開
　
′
竹

病

誓

百

己

是

等

会

と
'
雷
岸
改
正
の
l

適
の
腎
に
対
し
抗
紙
す
る
も

の
｡
J
P
C
で
は
こ
れ
に
先
立

ち
'
▲
薗
言
で
街
車
署
名
行

警
行
っ
た
が
､
嘉
で
は
七

十
三
万
百
E
l
十
九
<
'
土
豊

の
区
界
保
険
妾

給
食
井
を
医
庶
保

険
嘉
外
し
､
患
者

の
負
毎
を
検
甲
レ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
入
院
患
者

の
八
〇
度
以
上
が
反
対
し
て

い
る
こ
と
が
士
官
､
入
院

蓋
蛾
す
る
日
太
箸

同
盟
(
古
川
嘉
会
長
､
約

言
喜
入
)
の
靖
等
わ

か

っ

i

J

.

　

　

　

憲

は

わ

ず

か

豪

､

管

翌
は
八
尺
杢
著
書
　
T
六
%
は
｢
わ
か
左
い
｣

町
丁
二
選
は
媒
実
院
恩
だ
っ
た
･
反
対
の
雷
j
g
支

給
毒
の
保
険
適
用
陰
甥
｣

太
陰
点
者
秒
8
.
割
｢
反
対
｣

著
書
七
十
人
を
対
象
に
突
出
が
多
く
奮
｣
が
六
O
h
b

施

.

･

　

　

　

　

苦

g

｢

入

院

の

浮

に

反
対
宍
二
度
を
､
奮
｣
と
｢
登
用
除
外

替
こ
い
や
り
方
｣
が
各
二

9
〟
.
貸
成
功
苗
は
｢
負
担

額
が
1
日
九
百
円
墳
鑑
だ
か

ら
｣
が
六
〇
鬼
､
｢
入
院
期

間
が
短
い
か
ら
｣
が
E
I
O
君

だ
っ
た
.

同
同
盟
は
こ
の
括
熊
倉
同

省
に
振
出
し
､
今
後
も
反
対

運
動
を
盛
り
上
げ
る
と
い

ラ
.

舎
蒜
相
患
字
氏
が
､
姦

研
陵
架
薫
.
芸
行

っ

た

柄

薯

人
t
･
(
と
に
反
対
す
る
蚕

で
､
壷
五
士
ハ
万
人
の
署
名

を
典
め
た
一
三
を
中
電
面

民
が
モ
心
し
て
萱
守
り

オ
る
よ
う
､
患
者
の
方
と
も
皐

を
た
ず
さ
え
て
並
助
し
て
い
き

た
い
)
と
あ
い
さ
つ
し
L
J
.

な
お
､
今
回
の
抗
担
汀
軌
に

は
､
北
馨
か
ら
こ
芋
嘉

′′お印♂
ケ
卑

全
国
集
会
に

本
道
代
表
団
も

釈
院
稔
食
朱
の
保
険

藩
肖
除
外
な
ど
反
対

荊
院
量
の
患
者
是
を

求
め
る
欝
虐
康
供
険
制
度
改

革
の
動
き
に
対
し
､
保
聾
胃

除
外
の
中
止
を
求
茎
国
井

会
が
十
五
日
'
東
京
も
千
代
田

区
の
撃
望
)
ン
タ
-
で
甲
か

れ
､
北
海
立
か
ら
も
三
±
ハ
人

の
代
表
欝
参
加
し
た
｡

厚

相

垂

医

茶

保

塁
議
会
は
､
溺
在
､
保
険
対

邑
な
っ
て
い
る
入
院
患
者
の

給
食
菜
の
う
ち
､
材
料
更
分
を

帯
し
た
｡

愚
者
畢
こ
す
る
ト
笥
褒
め
L
J

ほ
か
､
士
幕
と
累
代
に
つ
い
て

塁
間
悪
意
し
て
い
る
｡

荘
雅
肩
車
は
①
研
院
冷
食
は

治
課
の
一
頭
で
､
亀
有
農
の

専
入
廷
義
中
断
の
お
そ
れ
が

あ
る
②
策
代
の
患
者
負
導
入

は
､
嘉
の
匿
課
確
聞
の
昇
の

亀
用
を
辱
笹
ず
､
重
曹
に
兼

任

転

嫁

苧

環

こ

と

し
て
富
-
名
護
動
を
実
確

約
五
万
五
千
人
の
有
名
が
空
6

っ
た
｡
十
五
日
午
後
へ
要
孟
1

に
有
蓋
急
事
豆
要
義
出

し
L
J
｡
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難
病
対
策
専
門
委
員
会

J
P
C
代
表
意
見
を
表
明

2
1
匹
妃
に
向
け
L
}
稔
合
的
な
#
済
対
茶
を
検
討
し
.
従
来
の
杜
窮
対
託
の
評
価
お
よ

び
今
後
の
対
斉
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
､
専
門
家
に
よ
る
蕃
既
を
行
う
た
め
'
蛤
衆

衛
生
寄
獄
会
成
人
珂
姓
掃
対
流
部
会
に
中
門
委
員
会
(
棄
貝
革
黒
川
防
･
東
大
医
学

部
第
一
内
科
救
援
)
を
設
頃
-
局
-
日
に
第
1
回
噂
門
委
貝
金
が
開
か
れ
ま
L
L
J
.

窮
1
回
専
門
套
真
一
で
は
､
昭
和
4
7
年

め
舞
拷
対
辞
要
用
で
､
①
詞
志
研
究
の
推

漣
⑳
監
荻
施
設
の
琵
鮪
⑳
医
府
坪
の
自
己

負
担
の
解
消
を
三
本
柱
と
し
て
､
稔
合
的

対
兼
を
粟
威
し
て
以
来
加
年
を
経
過
し
､

些
粥
患
者
の
お
か
れ
た
吐
金
経
済
状
況
'

廉
鍵
･
医
涙
･
栢
祉
･
保
険
制
度
等
の
E
f

境
も
大
き
く
変
化
し
､
特
定
疾
患
詞
茸
研

究
部
惑
'
特
定
疾
患
沿
府
研
究
可
兼
に
つ

い
て
も
発
足
以
来
'
対
象
疾
患
投
'
患
者

敦
が
増
加
し
て
き
て
い
る
が
､
調
査
研
究

市
菜
と
沿
鮮
研
究
事
菜
と
の
連
携
体
制
の

問
題
'
対
象
疾
患
の
在
り
方
等
の
検
討
な

ど
同
義
貝
会
の
段
丘
目
的
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
.ま
L
J
､
同
委
員
会
の
検
討
内
容
と
し
て
I

e
)
泣
所
対
策
の
蒸
本
方
針
､
⑳
特
定
疾
忠

調
査
研
究
事
業
､
③
特
定
疾
患
沿
東
研
先

帝
笈
､
◎
#
河
患
者
地
域
僅
姓
監
府
体
制
､

⑤
焦
再
思
考
Q
O
L
砧
操
対
茶
'
⑥
そ
の

他
､
を
上
げ
て
い
ま
す
.

琴
一
回
甲
門
委
員
会
は
9
月
t
d
E
I
)
に
開

か
れ
ー
1
P
C
'
全
港
連
､
あ
せ
び
会
の

三
患
者
団
体
の
状
況
'
載
見
表
明
と
兼
用

患
者
の
生
活
襲
想
羽
重
点
果
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
.
-
P
C
を
代
表
し
て
､
伊
藤

代
表
辞
書
､
加
納
常
任
幹
事
が
出
席
し
､

現
在
の
♯
嗣
対
熊
の
評
価
と
今
後
の
間
甲

に
つ
い
て
恵
免
を
述
べ
ま
し
た
.

J
P
C
意
見
抜
粋

難
病
対
策
の
評
価
と

今
後
の
問
題

粍
病
対
策
要
綱
に
つ
い
て

疾
病
指
定
方
式
は
初
恋
研
究
等
の
部
分

で
は
評
価
さ
れ
る
が
J
　
｢
公
托
負
担
｣
に

牌
す
る
部
分
で
は
も
っ
と
柔
軟
さ
が
求
め

ら
れ
る
.
例
え
ば
'
バ
ー
キ
ン
ソ
ン
珂
'

後
碓
初
狩
骨
化
症
に
お
け
る
定
圧
に
よ
る

区
分
は
科
学
的
と
は
い
え
ず
'
社
会
的
､

福
祉
的
視
点
か
ら
も
不
合
理
で
あ
る
.

ま
た
､
継
親
中
計
四
薪
の
簡
素
化
を
図

る
べ
き
で
あ
る
.
年
に
1
疾
患
ず
つ
の
対

●

敦
拡
大
で
は
'
切
実
に
援
助
を
求
め
て
い

る
患
者
･
家
族
へ
の
救
済
は
遠
い
.
当
対

兼
の
亙
要
な
蛙
の
ひ
と
つ
で
あ
る
r
拝
所

病
床
匹
婦
｣
計
画
の
内
容
が
全
く
明
ら
か

で
な
く
'
そ
の
成
果
も
借
家
で
き
な
い
.

医
辞
洩
蛸
と
の
委
託
契
約
に
つ
い
て
'

缶
遭
狩
県
の
理
解
に
枯
垂
が
あ
り
'
県
内

〓
医
療
横
軸
し
か
利
用
で
き
な
い
､
と
す

る
県
も
あ
る
.
ま
た
受
給
者
鉦
に
記
入
で

き
る
医
庶
烏
関
の
例
が
二
つ
し
か
な
く
'

特
定
疾
患
と
し
て
は
H
医
塀
機
関
し
か
受

給
で
き
な
い
と
指
辞
さ
れ
る
県
が
あ
る
.

｢
無
用
｣
の
特
性
や
地
域
医
照
の
実
感
ー

将
門
医
摂
横
軸
と
主
治
医
(
近
医
)
と
の

関
係
を
考
え
る
時
に
'
こ
れ
ら
は
不
合
理

で
あ
り
､
坪
生
省
の
い
う
r
在
宅
辰
府
｣

｢
家
耗
医
の
普
及
｣
の
立
腐
か
ら
も
整
合

性
が
な
い
の
で
は
な
い
か
.
.

い
わ
ゆ
る
｢
杜
珂
｣
と
は
'
原
因
が
不

明
で
あ
り
､
根
本
的
な
治
耕
法
が
な
い
金

身
性
の
京
急
で
あ
る
こ
と
､
ま
た
憎
懇
成

子
が
多
く
､
免
罪
や
虫
曲
で
さ
え
葦
な

惜
壁
凶
手
'
発
症
の
引
き
金
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
時
に
'
現
在
､
亜
力
に

指
導
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
特
定
疾
忠
治

双
の
対
象
が
｢
疾
帯
の
本
来
の
治
対
に
限

る
｣
と
す
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
.

B
a
退
府
県
の
対
茶
協
積
金
)
に
は
､
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
で
あ
っ
て
も
よ
い
か
ら
患
者
印

体
の
代
表
'
保
健
婦
'
医
択
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
.

研
究
事
業
に
つ
い
て

申
査
研
究
封
は
､
昭
和
討
年
度
よ
り
ほ

と
ん
ど
増
額
は
な
く
､
班
年
度
か
ら
は
全

く
の
同
前
が
疎
い
て
い
る
.
物
価
の
上
昇

を
考
え
る
と
'
減
額
と
い
っ
て
も
さ
し
つ

か
え
な
い
の
で
は
な
い
か
.
今
後
の
成
果

を
期
待
す
る
に
は
全
く
不
十
分
で
あ
る
.

捷
窮
の
中
で
も
'
と
り
わ
け
患
者
数
の

少
な
い
､
い
わ
ゆ
る
r
稀
少
無
掃
)
へ
の

対
応
を
強
化
し
て
ほ
し
い
.

地
域
保
健
医
療
に
つ
い
て

促
鍵
と
匠
研
､
福
祉
の
連
携
は
威
め
て

粛
啓
で
あ
り
'
至
急
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
確

立
す
る
必
要
が
あ
る
.

現
在
'
保
健
所
が
特
定
疾
患
受
給
者
証

の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
が
'
妙
所
対
茂
の

地
域
に
お
け
る
窓
口
を
保
健
所
と
す
る
必

要
は
な
い
.
む
し
ろ
訂
遇
府
県
特
定
疾
患

対
茶
協
洩
会
の
拡
充
の
下
に
､
地
域
で
の

保
健
'
監
軒
､
拓
祉
の
連
供
を
図
り
､
侵

食
所
は
そ
の
萌
荘
機
能
を
果
た
す
べ
き
で

あ
り
'
市
町
村
の
保
健
､
術
笠
行
政
と
連

携
を
汲
め
る
べ
き
で
あ
る
.

現
在
各
蝿
で
保
漉
姐
に
よ
っ
て
特
定
疾

患
患
者
を
対
象
と
し
た
患
者
会
つ
く
り
'

空
流
会
~
沸
現
金
､
相
嬰
7
]
な
ど
の
取
り

組
み
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
が
､
忍
者

の
自
主
性
や
地
噂
住
民
の
主
体
性
を
阻
宵

す
る
お
そ
れ
は
な
い
か
.
忍
者
会
の
社
会
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的
意
孜
と
役
割
を
保
健
の
分
野
に
お
い
て

も
明
蝕
に
し
､
事
業
'
活
動
等
に
対
し
耶

報
的
に
接
助
､
協
力
を
し
て
､
各
県
の
対

策
格
差
の
解
消
も
図
る
べ
き
で
あ
る
.

在
宅
医
衣
の
推
進
に
あ
た
っ
て
'
庶
薄

桝
材
の
貸
与
ま
た
は
給
付
､
在
宅
叔
妾
に

必
要
な
只
用
助
成
'
妨
開
田
讃
ヘ
ル
パ
ー

な
ど
の
人
材
派
過
が
必
要
で
あ
る
.
息
恭

･
豪
族
の
高
給
化
に
よ
る
凝
喝
は
深
刻
で

あ
り
､
診
果
報
酌
の
改
訂
苛
に
よ
る
在
宅

化
の
推
進
な
ど
か
ら
も
こ
れ
ら
は
息
移
と

な
っ
て
い
る
.
特
に
廿
肘
親
医
村
線
材
で
あ

る
ベ
ン
チ
レ
ー
タ
ー
等
の
研
入
助
成
や
印

字
等
に
つ
い
て
は
'
至
急
取
り
頼
み
が
必

要
で
あ
る
.

老
人
医
肝
(
保
促
)
に
よ
る
在
宅
介
符

支
援
セ
ン
タ
ー
'
訪
問
音
符
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
~
一
定
の
年
齢
の
人
だ
け
を
対
象
と

す
る
の
は
不
合
理
で
あ
り
､
社
会
狩
野
の

活
用
の
逆
u
=
と
な
る
も
の
で
あ
る
.
施
設

を
含
め
こ
ら
れ
の
社
会
丹
原
の
括
用
に
お

い
て
､
身
村
､
老
人
､
耗
網
野
と
の
区
分

を
な
く
す
べ
き
で
あ
る
.

地
域
の
医
軒
織
餅
と
の
迎
供
'
活
用
に

お
い
て
は
､
国
立
群
落
所
を
那
1
と
し
､

市
町
村
公
立
弼
院
と
の
遵
鵬
お
よ
び
役
割

分
担
孝
明
仲
に
L
t
国
が
人
件
杓
､
避
曽

於
の
補
助
も
行
う
べ
き
で
あ
る
.
通
院
手

段
を
も
た
な
い
患
者
の
甲
門
医
受
診
に
つ

い
て
の
支
倭
が
必
要
で
あ
る
.

そ
の
他

桐
祉
各
法
(
身
押
､
老
人
等
)
と
医
解

振
放
お
よ
び
監
涙
が
リ
ン
ク
L
t
相
互
に

有
効
活
用
し
'
谷
間
の
患
者
を
作
り
出
さ

な
い
投
合
的
な
無
痢
対
鞘
の
仲
立
に
取
り

酌
む
べ
き
で
あ
る
.
ま
た
'
何
ら
か
の
法

制
化
を
求
め
る
声
も
少
な
く
な
い
.

劫
退
何
県
お
よ
び
全
国
に
無
用
セ
ン
タ

ー
を
設
既
す
べ
き
で
あ
る
.
r
無
用
｣
に

は
'
さ
ま
ざ
ま
な
r
無
粥
｣
が
あ
り
､
ま

た
t
S
:
を
得
た
人
達
､
そ
の
家
康
の
悩
み
Q
･

田
無
は
幅
広
く
深
い
も
の
が
あ
る
.
一
つ

-
つ
の
対
井
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
網
魂
す

る
J
J
と
は
で
き
な
い
.
し
か
し
北
海
道
性

病
セ
ン
タ
ー
の
擾
鞍
と
実
柄
で
は
､
た
と

え
特
定
疾
患
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
､

こ
の
セ
ン
タ
ー
に
頼
る
こ
と
に
よ
っ
て
僻

決
さ
れ
る
こ
と
'
麻
ま
さ
れ
る
こ
と
は
多

く
､
か
つ
大
き
い
.
ま
L
J
､
難
柄
セ
ン
タ

ー
は
地
域
の
駆
除
､
医
抑
'
福
祉
分
野
の

交
流
の
塀
､
市
民
へ
の
p
R
､
忍
者
会
の

日
成
､
倭
助
'
竹
頚
収
加
､
相
談
耶
菜
の

実
鬼
主
体
と
し
て
も
役
内
は
大
き
い
.
守

門
医
原
島
関
受
診
等
の
た
め
の
宿
泊
施
設

の
提
供
と
し
て
の
役
割
も
並
要
で
あ
る
｡

拝
所
対
熊
は
､
す
べ
て
行
政
0
.
医
府
機

関
L
J
け
が
穐
う
も
の
で
は
な
く
､
愚
者
同

体
を
も
含
め
た
吐
金
の
稔
合
力
と
し
て
の

取
り
軽
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で
あ

''!.i,.I



二㊥ ''酔毒.壁二

午

性
病
医
学
研
究
財
団
役
立
2
0
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
相
月
8
日
､
東
京
･
千

代
田
区
の
マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
で
開
か
れ
ま
し

た
･
r
建
桐
対
瀬
の
今
後
に
向
け
て
｣
と

喝
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
､
厚
生
省
保

H

.

.

_

も

ー

健
医
庶
疾
弼
対
策
現
長
､
京
都
府
向
取
保

性
所
保
藤
娘
'
日
本
医
師
会
な
ど
が
'
こ

れ
か
ら
の
拝
辞
:
対
策
Q
･
在
宅
ケ
ア
問
題
に

つ
い
て
討
論
を
し
ま
し
た
.
-
P
C
か
ら

は
伊
嘩
代
表
幹
事
が
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し

て
出
推
し
､
r
無
用
間
男
は
､
今
日
の
日

本
の
吐
会
が
抱
え
て
い
る
保
険
･
医
僚
･

桐
牡
な
ど
す
べ
て
の
同
盟
に
か
か
わ
る
存

t
t
l
だ
と
考
え
て
い
ま
す
.
無
病
の
定
茂
に

I

.

_

.

‥

主

上

…

_

H

_

-

.

●

.

関
し
て
も
患
者
個
人
の
間
組
か
ら
'
よ
り

社
会
的
･
抱
合
的
な
も
の
に
退
化
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
.
私
た
ち
の
患
者
金
活

動
が
吐
会
先
取
の
1
鞘
を
に
な
え
る
役
割

を
も
っ
て
お
り
'
焦
C
S
:
セ
ン
タ
ー
が
そ
の

核
と
な
り
得
る
こ
と
を
謬
見
し
て
い
た
だ

き
た
い
｣
な
ど
と
､
鞍
病
対
靖
に
お
け
る

忍
者
会
と
蒋
研
セ
ン
タ
1
の
役
鞘
に
つ
い

て
発
q
E
)
し
ま
L
L
)
.

政
苛
性
保
国
雄
補
助

七
七
四
三
思
円
･
･
T
<
二
九
六
健
円

健
保
抱
合
助
成
1
〇
五
健
円
1
1
〇
六
億
円

生
括
保
持

1
〇
四
三
四
健
円
1
一
〇
五
五
三
億
円

難
病
対
策
費
伸
び
ず

群
生
省
は
八
月
二
十
六
日
t
 
t
九
九
四

年
度
(
平
成
六
年
度
)
予
界
の
紙
辞
要
求

を
ま
と
め
発
表
し
ま
し
た
'

要
求
額
は
総
額
十
三
兆
九
千
五
十
八
思

円
で
'
対
嗣
年
荘
伸
び
軍
は
五
･
五
%
輔

と
な
っ
て
い
ま
す
.
こ
の
う
ち
注
目
の
無

掃
対
策
に
つ
い
て
は
'
治
ま
研
究
書
糞
の

対
象
疾
患
を
一
疾
患
増
で
要
求
し
て
お

り
､
f
k
柄
対
熊
専
門
委
良
会
で
そ
の
見
醗

し
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
'
予
持
上
は

来
任
産
か
ら
拝
所
対
講
の
あ
り
方
*
r
変
r
t
<

る
と
い
う
要
求
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
.

厚
生
省
予
#
要
求
の
主
な
内
容
は
以
下

の
通
り
で
す
.

厚
生
省
9
4
年
度
概
算
要
求

【
主
な
横
井
要
求
内
容
】

(
カ
ッ
コ
内
は
前
年
産
予
界
)

児
玉
家
応
対
解
　
　
　
六
二
四
億
円

(
五
五
八
五
億
円
)

･
児
立
窮
境
基
金
(
仮
称
)
の
創
設

三
〇
〇
患
円

･
国
蘇
家
族
t
u
だ
念
事
業
の
爽
施

I
O
i
四
百
万
円

･
小
児
健
牲
特
定
疾
患
児
手
帳
(
仮
称
)

の

交

付

事

頚

　

　

　

　

　

二

六

百

万

円

長
期
の
入
院
'
通
院
児
や
家
族
の

た
め
､
緊
急
時
の
連
抱
先
や
病
気

に
対
す
る
注
意
事
項
等
を
配
入
す

る
た
め
の
手
帳
の
交
付

高
a
B
者
対
策
　
　
　
二
二
〇
〓
億
円

幹

事

者

対

策

　

　

　

　

E

七

四

L

任

円

二
六
二
四
鮭
円
)

マ
ン
パ
ワ
ー
対
策
　
　
　
l
O
〓
一
兎
円

(
九
五
八
旗
円
)

･
習
評
姐
等
の
養
成
確
保
､
朋
労
推
進

九
三
二
億
円
1
九
八
二
健
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
山
の
振
興
　
七
八
せ
円

(
七
四
健
円
)

が
ん
克
服
一
〇
力
壁
計
画
(
仮
称
)

三
二
億
円
(
二
〇
億
円
)

エ
イ
ズ
捻
合
対
策
(
エ
イ
ズ
ス
ト
ッ
プ
作

戟
)
　
　
I
〇
七
偉
円
二
〇
1
億
円
)

そ
の
他
の
主
な
対
策

･
年
金
制
度
(
白
耗
要
求
)

･
医
E
f
保
険
制
度

国
民
確
康
促
険
助
成

二
六
四
二
五
億
円
･
･
･
二
七
四
八
l
億
円

牡
釈
対
策
　
　
　
(
単
g
･
百
万
円
)

七
四
九
二
四
(
七
二
､
〇
八
三
)

弱
志
研
究
　
二
七
九
二
1
二
七
九
=

冶
瓜
研
究
f
El
二
二
九
二
1
二
一
七
六
二

対
象
疾
患
　
三
五
1
三
六
疾
患

耗
用
患
者
地
域
保
馳
医
庶
推
進
野
菜
穴

二
九
I
t
二
五

医
虎
相
談
　
二
八
県
･
,
三
五
県

訪

阿

珍

庶

　

　

　

　

七

外

国
立
野
某
所
の
耗
伺
河
床
等
の
最
肺

二
三
一
〇
1
二
六
〇
九

そ
の
他
疾
忠
対
策
　
二
九
五
1
二
九
六

リ

ウ

マ

チ

対

策

　

　

　

1

八

八

ア
し
ル
ギ
ー
対
熊
　
　
一
〇
〇

そ
の
他
取
市
移
楢
対
流
二
二
九
･
･
二
ハ
三
〇

枯
枝
対
空
六
六
二
二
･
.
二
八
八
二
六

そ
の
他
の
感
染
症
対
罷

三
九
四
〇
四
1
四
〇
ヒ
九
二

肝
炎
対
策
　
　
t
四
六
土
四
六

ハ
ン
セ
ン
病
対
策

三
八
八
八
1
1
四
〇
二
六
七

希
少
愚
熟
症
対
策
　
一
ヒ
･
･
1
七

e
r
生
封
学
究
穴
四
五
二
七
一
1
四
九
1
〇
八
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圏
両
論
併
記
の
意
見
書
提
出

厚
生
大
臣
の
諮
問
洗
鵬
で
あ
る
年
金
花
警
〓
窮
境
聖
会
長
)
は
'
来
年
の
定
金

制
度
改
正
へ
向
け
た
意
見
t
P
を
1
0
月
1
2
日
に
大
内
丹
生
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
.
t
t
生

年
金
の
支
冶
開
始
年
齢
引
き
上
け
を
め
ぐ
っ
て
労
働
鯛
委
員
の
合
意
が
得
ら
れ
ず
､
爾

畠
併
妃
と
い
う
変
則
的
な
煮
見
宙
の
と
り
ま
と
め
と
な
り
ま
し
た
.

■
意
見
書
要
旨

年
金
｢
改
正
｣
の
主
な
課
祖
は
､
第
一

に
本
格
的
な
高
齢
化
吐
会
に
ふ
さ
わ
し
い

安
定
し
た
生
活
が
焼
け
ら
れ
る
在
金
制
度

と
す
る
よ
う
､
雇
用
と
珪
金
の
連
楢
を
附

投
と
し
て
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
o

第
二
は
､
年
金
制
度
を
長
期
的
に
安
定
さ

せ
る
た
め
'
給
付
と
負
担
の
均
衡
を
回
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
.
窮
三
は
､
公
的
年

金
制
群
の
一
元
化
を
は
か
る
｡

【
雇
用
と
年
金
】

年
金
支
冶
開
始
年
給
は
6
5
歳
と
す
る
意

見
が
大
方
で
あ
る
が
､
定
圧
と
年
金
支
給

開
始
年
飴
は
括
含
す
べ
き
で
あ
る
が
'
屈

用
の
厳
し
い
現
実
､
身
体
的
状
況
な
ど
を

考
慮
す
る
と
S
歳
か
ら
の
年
金
支
給
を
維

持
す
べ
き
で
あ
り
､
幻
歳
台
的
半
期
の
押

力
的
な
招
世
と
し
て
'
一
定
事
の
減
額
を

行
っ
て
操
り
上
け
支
給
す
る
方
向
と
､
朗

読
台
前
半
期
と
6
5
歳
以
降
の
年
金
と
は
別

個
の
給
付
を
す
る
方
向
が
考
え
ら
れ
る
.

在
#
老
齢
年
金
に
つ
い
て
は
､
芯
船
者

の
奴
葬
恵
軟
を
阻
酋
し
な
い
よ
う
､
年
金

I
u
E
=
金
の
合
計
が
､
頭
金
の
上
昇
に
応
じ

て
竹
加
す
る
よ
う
に
仕
組
み
を
改
め
'
雇

用
保
険
の
失
業
給
付
と
老
払
B
生
年
金
の

駅
桧
は
､
高
齢
者
の
就
業
意
欲
の
促
進
を

踏
ま
え
見
直
す
べ
き
で
あ
る
.

【
給
付
と
負
担
】

名
目
す
金
の
伸
び
に
応
じ
て
見
直
し
て

き
た
従
来
の
方
式
を
改
め
､
現
役
世
代
の

某
所
的
な
e
f
金
(
税
･
社
会
保
険
料
を
除

い
L
J
巧
金
)
の
動
向
に
応
じ
て
征
金
額
の

改
定
を
行
い
､
年
金
受
給
世
代
と
現
役
世

代
の
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
因
る
.

保
険
料
に
つ
い
て
'
段
階
的
引
き
上
け

に
よ
り
年
金
財
政
の
安
定
を
稚
保
す
る
.

月
収
の
み
で
は
な
く
'
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
も

保
険
料
を
故
収
す
べ
き
で
あ
る
.

基
礎
年
金
の
国
雄
負
担
軍
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
.

【
首
用
･
そ
の
他
の
給
付
】

夫
の
拠
出
に
築
つ
く
遺
族
野
生
年
金
と

要
自
身
の
拠
出
に
基
づ
く
老
齢
厚
生
年
金

の
在
り
方
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
｡

●

挟
鎌
耗
務
毛
等
所
得
制
限
'
浄
書
年
金

の
支
給
要
件
な
ど
に
つ
い
て
改
着
を
回
る

べ
き
で
あ
る
.
基
申
年
金
に
つ
い
て
は
､

自
営
業
者
等
の
第
一
号
被
保
険
者
の
未
加

入
､
滞
納
の
改
善
を
因
り
､
養
陸
年
金
の

受
給
に
括
び
つ
け
る
た
め
､
7
0
故
ま
で
国

民
年
金
に
任
意
加
入
で
き
る
途
を
投
け
る

べ
き
で
あ
る
.
琴
二
号
被
保
険
者
の
保
険

料
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
､
検
討
す
べ

き
で
あ
り
'
過
去
の
届
出
漏
れ
に
つ
い
て

何
ら
か
の
特
別
な
培
世
を
訊
じ
､
年
金
受

給
権
の
確
保
を
図
る
べ
き
で
あ
る
｡

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
*
者
に
つ
い
て
も
'

野
生
年
金
の
被
保
険
者
制
渡
の
適
用
､
育

児
休
業
期
間
中
の
保
険
料
負
担
の
在
り
方

も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
.

【
企
業
年
金
等
】

被
保
険
者
間
の
公
平
を
回
る
た
め
'
群

生
年
金
基
金
の
免
除
保
険
料
軍
は
改
善
す

べ
き
で
あ
る
.

【
群
立
金
･
福
祉
施
設
】

年
金
斉
金
の
被
保
険
者
草
花
親
党
に
つ

い
て
は
､
要
介
徒
者
向
け
の
住
宅
新
築
･

改
造
や
介
隷
堺
市
'
教
育
煎
金
な
ど
､
二

-
ス
に
対
応
し
た
取
持
制
度
を
回
る
べ
き

で
あ
る
.
雷
年
金
制
度
が

｢
改
正
｣
さ
れ
る
と

意
見
再
は
､
支
給
開
始
年
a
E
に
つ
い
て

は
､
砿
歳
支
給
を
基
本
と
L
t
6
5
歳
以
前

●

の
括
政
と
し
て
'
換
り
上
け
椛
親
支
給
と

終
息
か
ら
の
本
格
年
金
を
垂
が
し
て
い
ま

す
.
ま
た
'
名
目
賞
金
の
伸
び
に
応
じ
て

見
直
し
て
き
L
J
従
来
の
方
式
を
改
め
'
現

役
世
代
の
冥
界
t
Z
金
の
動
向
に
応
じ
て
珪

金
額
の
改
定
き
り
っ
と
し
て
い
ま
す
.
手

取
り
英
冗
焦
金
の
伸
び
は
低
下
し
て
い
る

た
め
'
給
付
水
準
の
引
き
下
け
は
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
.
そ
の
う
え
､
保
険
料
を
放
牧

す
る
対
象
を
拡
大
し
て
､
ボ
ー
ナ
ス
か
ら

も
散
収
す
べ
き
だ
と
し
て
い
ま
す
.

宰
社
会
は
､
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を

迎
え
る
中
で
､
年
金
財
政
の
破
嬢
を
防
ぐ

た
め
に
は
'
給
付
の
抑
制
も
負
担
増
も
避

け
ら
れ
な
い
と
主
蛮
し
て
い
ま
す
.
こ
れ

は
､
年
金
制
度
を
も
っ
ぱ
ら
｢
世
代
間
の

支
え
合
い
｣
と
し
て
'
高
給
着
と
現
役
世

代
と
の
利
酉
が
対
立
す
る
よ
う
に
描
き
､

双
方
に
犠
牲
を
押
し
っ
り
る
論
理
で
す
.

わ
が
民
の
保
険
料
は
労
雌
折
半
負
担
が

原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
が
､
福
祉
先
進
国

の
デ
ン
マ
ー
ク
は
公
B
l
お
よ
び
申
粟
主
負

担
は
S
%
､
E
C
各
国
で
は
平
均
7
5
%
で

す
･
被
保
険
者
の
負
担
の
大
半
は
1
0
%
台

と
な
っ
て
い
ま
す
.
年
金
制
度
の
r
見
直

し
｣
と
い
う
な
ら
被
保
険
者
に
負
担
を
押

し
っ
け
る
の
で
は
な
く
､
国
と
使
用
者
側

の
負
担
を
増
や
し
て
等
心
し
て
寄
ら
せ
る

生
活
保
田
が
今
こ
そ
必
要
で
す
.



｢健康保険法改悪｣をみんなの力で阻止しよう!

-これは自分のためでなく､国民みんなの問題です-

厚生省が来年の通常国会に礎出を予定している健康保険法の改正案を

ご存じでしょうか.

新聞やテレビでもその内容は殆んど報道されておりません｡政治改革

や米の輸入問題､冷害､地震等の報道の蔭にかくれて､国民的合意のな

されないまま成立されては大変な内容のものです｡

その主なものは入院給食費･室料･クスリ治療材料を保険給付からは

ずして､患者負担にしようとするものです｡こんな悪法は絶対にゆるし

てはなりません｡

北海道難病連では1 1月15日結成以来二度E]という大新見(36

名)をして日本患者･家族連結協議会(J､P､C)の大行勤に加わり厚生省

に陳情を行います｡この行動は同時にマスコミを通じて健康保険法の改

正内容､問題点を国民の前に明らかにして､改正阻止の世論を形成しよ

r　うとのねらいも持っています｡

筋無力症部会からは東谷美智子さん､釧路支部から青田典子さん､函

館支部から三品奈々子さんが陳情団に加わります｡

前回の｢わだち｣の折り込みでこのための署名.募金をお廉いし大変

ご協力をいただいたところですが､皆さんの住んで居られる地域におい

ても機会を見て､近隣に呼びかけてこの問題を地域にひろげ､意識化と

世論形成の運動を進めてください｡　　　　　　　　　　　(猪口記)

一丁占-

∫　●



11.15患者･家族大行動に参加して

東谷美智子

1 1月1 5E]東京都千代田区都市センター-ホテルデ開かれた､全Eg集

会に北は北海道から南は沖組まで全国各地から450名のお仲間が集い

ました｡

車椅子での参加の方も大勢おられましたや

10時からの集会には大勢の来賓の励ましの言葉を頂き･ JPC代表■●の基調報告のあと患者の訴えで函紛ら参加の筋無力症の三品素素子さ

んが､信頼できる医師と出会える道の体験を､発表しました｡

6年前の発病で藁のことを聞いてもあんたが知ってどうすると言われ

病気の詳しい説明もされずとの話を聞き地域医療の遅れを感じました｡

三晶さんの涙ながらの訴えに満員の会場は感動につつまれました｡

昼食後450名でデモに参加

警察官の誘導で12時30分ホテル前を出発､私も筋無力症北海道支部

ののぼりを持ち2キロのコ一一スを行進しました｡

一人の力は弱い患者でもみんなの力を合わせると､凄い力になるもの

●だ三三三三≡､三三…去公園までの行進中すれ違う人々から潤って下

さいと助ましの言葉をかけられ嬉しく元気が出ました｡

日比谷公園に着き全国から集められた署名用紙を伊藤たておさんほか数

名の代表が厚生省に持参し厚生省の人と会談をもちう時近くに戻り報告

集会をひらき解散しそれぞれ帰路につきました｡

これからもみんなで力を合わせ睡保改悪に反対して参りましょう｡

-/7-



鼻毛--jb

(史郎矢倉･:%加されたからりみイ史.')

･､守HI:;/,--. ･をjj卓二=･＼･

私にと-7両かめてり合勧巣食-の今別7LIしたかイ

一つ一つが事章ob勺て･Lヒ7iL饗しいiのでLrC-

軒こそJ,ヤ7Lt毛包易者L放り絢iJ d'

増車さんの館希頼=自立しようとまう掻穿

/L官を之にLて含有してぼク､りし､T=のて､■はと

反省L7し慕い射た､ =ニ1､う年でヤ-ど

I東久保綿製や苑と-､うcf(i霧を棺っている973と

笹きCi声で､乞える稀一二領主Lr=.
-(8-

●▲

キ東町射封か季/T9域さんの真剣f=取･)組んてい
､､らっLやる卒にほぼ咋さんが今よ,)i-/5か強く

身か二整L､､ £LrC.

iう一つは銅†企て'■J7え師友鳩oさんd)

k杖の研息;気桝ん1=yr[べ私-/tEJなか､ったのは●

J卜者敗です｣と漉き.:,1Lして柁才ダ目したかこ今壬アサ白倉は

妾針二告-七草互ロ･二葉していただ､ろううて
/ 1ヨ　首　二乙　H I　7　号キーI　7　T.rが目し＼丁をOl)7､■l丈と



●●

如,･毎度7､のいろいうなオヒ4)虫/合い47みカ､牛､

r-JとJteL-かま手　いつtげ略さんか~み-LPb

患者企の三-J)伎争)ナLつい',TI毛,吐イサたらと

を乙-まT.旨'p無才危解かLj:鴫かく泉汝37干て･､

主毛し打ト､る猪でLTc.又F,aC柿L=生える目星/#しけに

してい皇千･

◇手津具5=/､ヤ村真東美さん

ll芙t竹薮竺d)急告ヲ蔓ヒてtたす=てr;;I)をした､ /今夏てい

聞いたことJ7rTfがったヤtfl森該や月銅,帯Lチ解り

乳盈n;ヒ･､とてt輿は頒し､内蕗て●■した･

軒は腎危して享年F]･二入､･,ました最血･--ri1-7やっと

竺の人の李を考える餅かク､でてきたよう鴫か~しまT
克之に恥てよかったどはきえか､Ir,ILY/I

● :-:-I _:∵ー∴:_二~一三_-_ i_-:_:-

でき£した､芳＼車L､ク､ー摘さくtj=I-;%でき5の一3:

象の/各JlみかすI T7-:､とを6-事T･ケース己だ'

化n薮者さんの不を乙と･)の畑､T--i) T5孝は

できrJ-中れヒ:~禾L＼い､つか私有丁んウ
ノじー夏用5く5で5ようTIJ人【こrJl)たいて丁

こ姉か弓もよ5〔くみ/I-faかLます･

-/守-



○二回
-

二溺
０

★この度友の会でお世話になっております真銅良吉先生が、豊平区中の島

に神経内科クリニックを開院されました。

　

最新の医療機器を揃えられ地域医療に貢献されるとの事です

　　

尽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ａ（

　　　　

※事務局員が出張します※

　

集会や行事はどうしても札幌に集中してしまいます。札幌まで出られな

いけれど、地元であれば出られるのにと、思っていらっしやる方は気軽に

声をかけて下さい。事務局から体力とおしゃべりに自信のある役員が出か

けます。

　

皆さんの町で「おしゃべり会」を持ちませんか。

　

皆さんからの、申込をお待ちしています。
”’｀ｉ

　

・ゞ｀゛’ｊ

　　

°

　

゛５’″子り

　　　

ΓΥＦ月飾り販売ご協力お願い』

　

今年も残り少なくなって参りましたが、皆様お変わりございませんか。

　

気が早い様ですが、恒例になりました正月飾りを今年も販売することに

なりました。

　

｀この「’正月飾り」の販売は、私ども患者団体にとって欠かすことのでき

ない｀重要な活動資金づくりの一つとなっています。

　

皆瀬の積極的な取扱いをお願いいたします。

★注文の締切り

　

○１２月６日く月）締切り

　

パンフレット同封しますのでどうぞよろしく。

　　　　　　　　　　　　　　

｡-2.０一
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戻
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忿
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参づヤ･止1
にyμljコ周年

記念号

1･1･;S･'IQ･ふlj:&.^-*Jli.^

1年がかりで完成した

｢わだち｣20周年記念号

北

介

筋
無
力
症
の
思
者
と
家
族
の
会

「
念
ｇ
ｇ
ｉ
力
屁
友
の
会
遭
支
部
」

（
猪
口
英
武
支
部
長
・
百
四
十
二

人
）
が
編
集
を
進
め
て
い
た
記
念

誌
「
わ
だ
ち
Ｉ
私
の
青
空
m
め

瑞四匙 新倆

20年の足跡紹介

■>＼_-ir--~t^''*V*3'T""゛,'"=‘-=７１席甲苧琴蓼即吟71

j黙獅yF獅憶想
て
Ｉ
二
十
周
年
記
念
き
が
こ
の

ほ
怠
蔑
を
へ

昭
和
四
十
七
年
に
結
成
さ
れ
た

同
会
は
m
K
連
に
加
卯
し
て
い

る
患
者
会
の
中
で
は
最
も
古
い
歴

更
を
持
っ
て
い
る
。

同
書
は
同
支
部
結
成
当
時
に
筋

無
刀
岸
一
の
治
療
と
肝
究
に
当
た
っ

た
医
師
と
の
座
m
m
し
て
。

当
時
の
苦
労
の
思
い
出
を
紹
介
し

て
い
る
ほ
女
思
m
の
会
合
で

行
■
Ｃ
れ
た
講
演
を
収
録
し
、
最
新

の
池
癩
法
も
取
り
ト
ぼ
て
い
る
。

愚
者
と
ｕ
族
の
声
や
活
動
年
表
な

べ
同
会
の
活
動
内
宿
も
知
る
こ

と
が
で
舎
Ｑ
。

同
会
は
「
結
既
当
時
を
思
い
起

こ
し
、
初
心
に
帰
う
？
こ
の
思
い

で
発
刊
し
た
。
患
者
＜
1
1
の
活
動
を

知
っ
て
も
｛
９
つ
た
め
に
も
多
く
の

人
に
読
ん
で
ほ
し
む
と
話
し
て

い
る
。

海左折謝（付合Jか％に古）カヤ..
7.，゛
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新会員のご紹介

平成５年度９月以降に入会の方？
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月
Ｊ
♪

β隣
　

寒さひとしお身にしみる季節となりました．

皆様お元気ですか．「なんれん」が届いてご存じと思いますが、恒例にな

りましたａチャリティクリスマスパーティａが近づいて参りました．

　

忘年会を兼ねて出席してみませんか.

（会員の方には友の会より、1000円補助します．）

　

素敵な歌と演奏を楽しみながら、テーブルを囲みませんか．

出席される方は１２月１８日までに東谷まで申込んで下さい．

　
　

学

大
中
小

　

会費(食事一抽選付き)

　　　　　　　　　

人

　

・高

　　

校

　　

生
生・幼児(３才以上)

４，

２，

１，

５

５

５

０

０

０

○円

OPl

O円

　　

-●

会費納入のお願い

　

今年も残り少なくなりましたが、いかがお過ごしですか．

会費納入が６０％と余り良くありません．

　

まだ未納cり方は納入方よろしくお願いいたします．

会費は年間３、６００円です．

　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　

お閥い介わせは東谷まで（

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

郵便振替

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

全lll筋熊力症友の会北海適支部

-2Z-

喩
詮
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縞　象　後　言乙

亀o'大々もすっかり東を姦し寒そ与です｡骨の終期h･~やってき

ました｡タはほ見舞0,触fJります･風も気【･JJL)よすBでL ･

過度3-のL､洩気で寒い冬も賓ク越え3しょタ.塵ク沢山o'｢わr-/

ち｣で1かた切rJ免事({かクです｡鼓Lでくだごいね
(サ並)

-i II的終わL).し､JL､J7')スマスも吐くlJE)まLtこ｡今･Glは

･●馨が4･ラ4･ラ跨ってし.りh,久し慮り(こ｢わだち｣ o'Ll奇伝い(こ

泉3した.`恥緒の争府として今(まこても元気(-JJりました･

管j Lと-鰍こfJLや^CEJとLTIb:らiT昼の骨身が食ヾら久う

り【lむl)-瞳Lく思し､り･尊王んもfL払て噸扱ってくTl~さしl･(棉Fn)

.ヶまぐ低血圧でめへ/この(二鳥(ミ高圧卜な')一癖( 9 rElまで与

りピッ7L) La Lた.でも今は血圧の網盤b･-う3くい3奇遇4'材

鮭壬鮭埼してL-)ます｡またもとOlようい｢*)だ､ち｣のお手危い

.A(I
也丸もりJ:よC)鳥んでいます.皆さん7,'かV-JEこ乳壬っりて

tミ-乞い.　　　　　　　　　　　　　　(舟木)

o　鰍は垂御身し,.未払59rl舟も迫かて乏し､りよした･今年最
､I

後の｢わr:ちll_(:た再議.来年もよろしくb　(紘)
rTrヽl､

也 r解像掩蔽畝丘.Q'建城東捜如√一路見直9となるI'今回の

た行如用量fと.9紘一.華卑もみん加か壬出しか･声も
もJ~J I '

放し一息山巧守:-.'L一m如んt招!郎東和っTLゲ手品o )
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